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（協力：㈱ ニコン）

株式会社中部EEN

2006年
国⼟交通省「NETIS(新技術情報提供システム)」の本格運用スタート

2008年
「デジタル画像による、構造物の点検・分析支援システム」がNETISに登録及びV評価を受ける

2011年
東日本大震災時の緊急調査に画像解析技術を導入
震災復旧・復興に資する技術としてNETISにて公表された
(他、熊本地震等でも活用)

2013年
国⼟交通省「コンクリートのひび割れについて遠⽅から検出可能な技術(橋梁)」に関する
公募を発表
応募技術の試⾏結果がNETISの維持管理支援サイトにて公表され、
(株)中部EEN含む2者の画像解析技術が「ひび割れ⻑さ・幅ともに精度よく検出された」と
評価を受ける

2020年頃
ドローン・AI事業が構造物調査に参入し始める
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撮影状況
（イメージ）

画像解析の基本的な手順

撮影画像
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 画像撮影
全 景

対象を分割撮影

撮影角度
概ね±45°推奨

国⼟交通省法務省発注

 画像解析・合成
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図面に診断結果を合成表示

図面上に正射影された画像を張付
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■画像解析
（「デジタル画像とAIを用いた橋梁点検サポートシステム」のご紹介）

●概要
ひび割れの個所を登録した指標で色分けした線で上書き表示。追加削除が可能。
ひび割れを選ぶと、幅と⻑さを数値で表示。編集も可能。
その他の損傷は、範囲を枠で囲んで表示。

●解析手順
図面登録、色分指標登録、クラックスケール登録、あおり補正、画像合成、
損傷抽出、損傷編集、損傷保存、損傷図作成、数量表作成、CADデータ出⼒

●成果物
損傷図 数量表 CADデータ

ひび割れの検出
幅︓0.05mm

AIによる損傷の自動抽出システム

 コンクリート擁壁のひび割れ検出

 その他 自動検出できる損傷
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AIによる損傷の自動抽出システム

※ 国土交通省「点検支援技術性能カタログ」掲載（NETIS登録申請中）

 解析を支援する各種機能
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※ひび割れの幅毎に
5段階に色分けするこ
とができます。

株式会社中部EEN 8

 CAD・数量表（Excel）出⼒
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〔夜間撮影〕

〔昼間撮影〕

① 橋梁① 橋梁
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圏央道



6

② ドローンを使用した画像解析（橋脚）② ドローンを使用した画像解析（橋脚）
 高架橋をドローンで撮影
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地上から離れた場所でも画像によって診断が可能

撮影画像合成 ひび割れ抽出 損傷図作成

現況撮影(路肩部 人の目線位置）
カメラ仕様：画素数 500万画素以上

撮影画像をメッシュ図に貼付け
正射影変換後診断

③舗装の劣化診断③舗装の劣化診断
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破線が前回の調査時のひび割れ、
実線が今回の調査で増加した分

経年変化の追跡
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赤外線と診断図を合成することで、
より精度の⾼い診断が可能

④ 赤外線画像との併用

赤外線画像

タイル浮き
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赤外線画像＋トレース診断

④赤外線画像との併用
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